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衆議院北朝鮮による拉致問題等に関する 

特別委員会ニュース 

H26.6.17 第 186回国会第 4号 

 

6月 17日（火）、第 4回の委員会が開かれました。 

 

 

 

 

 

 

 

（質疑者及び主な質疑内容） 

中 山 泰 秀君（自民） 

・日朝政府間協議（５月 26 日～28 日）で合意された北朝

鮮が立ち上げる特別調査委員会には、どのような機関や

立場の者が含まれるべきと考えているのか、伺いたい。 

・各都道府県警察が、拉致の可能性を排除できない事案に

関し採取したＤＮＡ型鑑定用資料は現物保存に留まる

のか、データ化までなされているのか、現状について、

伺いたい。 

・自らも帰国を望んでいるよど号犯の逮捕帰国が進まない

理由及びその取調べ、手続きの進捗状況について、伺い

たい。 

 

竹 内   譲君（公明） 

・北朝鮮が行う調査に対する日本側の調査体制もしっかり

としたものにする必要があると考えるが、古屋国務大臣

に伺いたい。 

・制裁の一部を解除することによって得られる北朝鮮のメ

リットは相当なものであると考えて良いか、古屋国務大

臣に伺いたい。 

・すべての拉致被害者を北朝鮮から取り戻すという、古屋

国務大臣の決意を伺いたい。 

 

原 口 一 博君（民主） 

・辛光洙事件について、辛光洙容疑者の身柄の引き渡しを

韓国政府に求めたのか、あるいは、北朝鮮に対して求め

たのか。また、本人から事情聴取を行ったのか。 

・拉致の可能性を排除できない事案に係る方々を特定する

ためのＤＮＡ型鑑定用資料の採取について、家族の同意

が得られていない場合の対応について、伺いたい。 

・朝銀について、これまでの破綻処理の内容、公的資金の

導入実績、債権回収の状況について、伺いたい。 

・2008年の日朝実務者協議で合意された再調査が行われな

かった理由について、政府の見解を伺いたい。 

 

丸 山 穂 高君（維新） 

・拉致被害者の死亡情報を北朝鮮が覆すことが重要だとい

う有本恵子さんのご家族の発言を踏まえた上で、拉致問

題の全面解決についての古屋国務大臣の所見を伺いた

い。 

・朝鮮総連の本部競売問題は日朝政府間協議（５月 26 日

～28日）で議題に上がったのか。また、この問題につい

て今後、何らかの合意をする可能性はあるのか。 

・合意文書では北朝鮮が特別調査委員会を立上げ、調査を

開始した時点で制裁を解除することとなっているが、北

朝鮮がしっかりと調査を始めたと認定できる要件につ

いて、政府の見解を伺いたい。 

 

田 沼 隆 志君（維新） 

・朝鮮学校への補助金の在り方について、自治体任せでは

なく、国として何らかの基準や方針を示すべきではない

か。 

・政府や特定失踪者問題調査会が北朝鮮にいる拉致被害者

向けに行っている短波放送に対する北朝鮮の妨害電波

が昨年 12 月頃から止まっている現状について、政府の

認識を伺いたい。 

１ 北朝鮮による拉致問題等に関する件 

・北朝鮮による拉致問題等に関する実情調査のため、大阪府及び兵庫県において視察を行った委員を代表して、山本

委員長から報告を聴取しました。 

・古屋国務大臣（拉致問題担当・国家公安委員会委員長）、岡田内閣府副大臣、岸外務副大臣、上野文部科学大臣政

務官及び政府参考人に対し質疑を行いました。 



本ニュースは、速報性を重視した概要版として事務局において作成しているものです。 

詳細な内容については会議録を御参照ください。 
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・北朝鮮が設置する特別調査委員会には、日本側の調査団

を送るのか。送るのであれば、日本側の調査団が自由に

調査を行うための担保が必要ではないか。 

 

中 島 克 仁君（みんな） 

・特定失踪者山本美保さんの事案に関し、ＤＮＡ鑑定結果

の公開及び再捜査実施の必要性について、古屋国務大臣

の見解を伺いたい。 

・特別調査委員会の設置に関し、日程や内容等、日本側が

具体的に北朝鮮側に求めている内容について伺いたい。 

・北朝鮮は本年３月以降、韓国人拉致被害者や日本人を対

象に北朝鮮体制の優越性を理解させる集団思想教育を

復活させたとの報道があるが、この事実関係を政府とし

てどのように捉えているか伺いたい。 

 

青 柳 陽一郎君（結い） 

・「対話と圧力」が対北朝鮮政策の基本方針であることに

ついて古屋国務大臣に明言して頂きたい。 

・今回の日朝合意に金正恩第１書記の意思が何らかの形で

示されたことが確認できたかについて伺いたい。 

・北朝鮮有事で北朝鮮の体制が崩壊した場合、集団的自衛

権の行使に基づき日本人拉致被害者を自衛隊が救出す

ることを検討する必要性について、古屋国務大臣の見解

を伺いたい。 

 

笠 井   亮君（共産） 

・日朝合意文書に「双方は、日朝平壌宣言に則って」と明

記していることの意義の大きさについて外務省の見解

を伺いたい。 

・日朝合意文書で北朝鮮側が「従来の立場はあるものの、

全ての日本人に関する調査を包括的かつ全面的に実施」

することを約束したことについての古屋国務大臣の見

解を伺いたい。 

・６月 10 日に外務省の伊原アジア大洋州局長がワシント

ンで米国のデービース北朝鮮政策特別代表等と会談し

た際の結果と米国側の対応について伺いたい。 


